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クラブゴルファも２０年、３０年経つにつれゴルフも上
達しハンディも尐なくなっていき、やがてホームコース
を易しく感じるようになる

特に飛距離の大幅な伸びがすすむ現状を考えると
レーティング再査定を機会に、コースの距離や難易
度の見直しをする必要がある

グリーンを含むコースの改修・改造そして通常管理や
コース全般の整備



ハンディキャップ制度に対する認識度
１） ゴルファの一部がもつハンディキャップ制度に 対する認識のギャップ

実力が反映されていないハンディ（名誉ハンディ）（JGA有効２年）

更新したがらないシングルゴルファ（失効しないハンディ）（JGA・有効６ヶ月）

日本のアベレージゴルファの実力は海外でも通用しているのか

２） レーティングとコース設計のコンセプト

レーティングが高いほどいいコースということではない

コースは易し過ぎず、難し過ぎず/プレイアブルで、難易度もほどほどに

３） スコアカードのヤーデージと違うコース距離

ydsからm、mからydsへと距離表示が変わったときの変換の誤差が残っている

英、米は光波測量かGPS測量により測定したもののみが公認される

４） 飛距離を考えないティーマーク使用の偏重

ボギーゴルファ（飛距離200yds）が250yds以上を想定して設けられている〈BT〉
の使用を望む傾向が見られる

仕様ティは飛距離に応じて選ぶことで楽しくプレイすることができる



レーティングにかかるコース整備

レーティングの再査定に際し、

コースを整備（維持管理、改修、改造）を

することをお勧めしたい



第一に、距離が正確に表示されているかどうか

ホール距離を光波測量により再測量してスコアカー

ドの距離と照合し必要により表示を修正するか、

ティーグラウンドを見直す



JGA、EGUのレート基準点は図のような違い

図ー1



ティグラウンドの距離測定ポイント



ホール距離には

１）スコアカードに表示される距離

２）空中距離＝地形図上の距離＝Air Line Distance

３）プレーイング ディスタンス

主に地形、高低差、標高、風、ターフの状態などにより影
響をうける、プレイ上の実距離（飛距離）

４）査定距離＝実効距離＝Effective playing distance

スクラッチプレーヤーである複数の査定委員がコースを
実際にプレーして査定基準に沿って決められた距離



第二に、ターゲットエリアの難易度評価に関
する障害要因（フェアウェイ幅、
ボールラン、ハザードなど）の

グレードアップが出来るか

ボールランは２５ydが標準

第三に、ターゲットエリアのバンカーの
位置や深さの見直しか増設か



第四に、グリーン面の硬さ、ボールの転
がりスピード（傾斜）や起伏、

そしてグリーンまわりのリカバリー
の難易度を左右するバンカーの
深さ、池との接点または斜面、
ラフの状況など



第五に、ティーマークの設置にあたっては
ホール距離のバランスに配慮



日、米、英のハンディキャップ制度



（日本）

１９７８年、JGAハンディキャップ制定

JGAは１９７８年以前までは英国、新制度

は米国に類似しているが、現在のコース
レーティングシステムはその中間方式で、
〈J-sys〉という。日本式である



（米国）

１９７６年、USGAコースレーティング方式制定

１９８６年、改定の（スロープシステム）制定

スクラッチレーティングのほかに

ボギーレーティングを査定し、ゴルファに
(Hdcp Index証明書)が発行される。

コースにある（ハンディキャップ表）からハン
ディを算出する



（英国）

１９８３年、SSS「スタンダード・スクラッチ・スコア」方式

SSSはシーズン中、正常な天候のもとでスクラッチゴルファの
ためのコースのプレー難易度を評価したものである

ベストスコアによるハンディキャップ方式である（５５～１５５）

＊EGU、CONGUのSSSは、

ハンディキャップゴルファのために公平な方式であり、
USGAスロープシステムも類似していて、日本にも 導入が
望まれる方式である



『イングランドゴルフ連盟』

『英国ゴルフ連盟評議会』の

SSSコースレーティング方式は

査定での評価基準がゴルフクラブ向けのマニアル

で具体的に解説され、コースの整備（維持管理、

改造）にも利用することを勧めている



スクラッチゴルファ (Scratch Golfer)

英国(EGU) 260y(Dr)+240y(Fw),150y(7I)
（スクラッチゴルファ）

米国(USGA) 250y(Dr)+220y(Fw) 
（スクラッチゴルファ）

200y(Dr)+170y(Fw)

（ボギーゴル
ファ）

日本(JGA) 250y(Dr)+220y(Fw) 
（スクラッチゴルファ）



英国(EGU) 査定距離÷220+41.04

（スクラッチレート）

米国(USGA) 査定距離÷220+40.9

（スクラッチレート）

査定距離÷160+50.7 

（ボギーレート）

日本(JGA) 査定距離÷210+39.86

（スクラッチレート）

距離レート (Yardage Rating)



USGAのプレー難易度を決める１０の障害要因とは

ターゲットエリアのフェアウエイの地形、グリーン及
び周辺のリカバリー度合い、ラフ、バンカー、ＯＢ、
ウォーターハザード、樹木、風、標高の１０項目を
０～１０点で評価するもの

各国とも Fw の落下地点のボールのランは25yds を目安としている

英国では距離の誤差は250ydsで+/ｰ1yd までとなっている



スロープレーティング (USGA Slop Rating)

男子

ボギーレーティング－コースレーティング×（5.381）

女子

ボギーレーティング－コースレーティング×（4.240）

男子・スロープレート 55～155（標準113）＝コースに
あるHdcp表で算出する



男子用・仮スロープレーティング表



Sample Course Handicap Table



スロープレーティングの概念図



各国のコースレーティング事情

各国のコースレーティング事情

コースレーティング（CR)

CR+スロープレーティング

CR+スタンダード　スクラッチ　スコア（SSS)

（ゴルフルールの総本山）

（日本ゴルフ協会）

（オーストラリアゴルフ協会）

（南アフリカゴルフ協会）

R&A

JGA

GA

SAGA

EGU

CONGU

（アメリカゴルフ協会）

（カナダゴルフ協会）

（世界ゴルフ運営協会）

USGA

RCGA

IAGA

（イングランドゴルフ連盟）

（英国ゴルフ連盟評議会）

（註）ＪＧＡ安西会長談、日本もオーストラリア、中国がＵＳＧＡスロープレート方式を
導入したことから遅れないようにしなければならない



＊オーガスタChamp.ティーのレートは公式にはない

Augusta National GC (1993)

Camp.T.          7,445y       76.2 (非公式）

Back T.           7,270y       74.0 135

＊レートが高いがスロープレートが低いこともある

Bethpage GC / Black (1929) Par-71

Camp.T.         7365y        76.6 148

Torrey Pines / South

Camp.T.        7,607y        78.1 143



＊スロープレート及びSSSはターゲットエリア（第一打、第

二打、グリーンと周辺）の難易度の評価を高く査定する

スロープレート 距　離

Canpion tee 144 6,828

Blue 142 6,738

Gold 137 6,348

White 134 6,116

Red 129 5,198

Blue 147 6,953

Gold 144 6,534

White 137 6,123

Red 133 5,379

Pebble beach GL

コースレート

71.3

Spyglass Hill GC

72.9

71.8

75.5

73.2

71.4

74.3

73.8

72.3



日、米コースレーティングの比較

コースレーティングは、

距離レートと難易度の評価を数値化したもの

ゴルフの普及の高い日米英の間でも違いがある



今から30数年前の1972、1975年に井上誠一さんのサゼッショ
ンにより、米国西部、東部と南東部の名門コースを視察し、そ
のときに印象に残ったことのひとつが「日本に比べてコースレー
トが高いナ」ということだった。当時、

米国のコースレートNo.1＝Spyglass Hills GC ｛6,810yd***76.1｝

短いコースの例＝Merion GC (East) ｛6,482yd***74.5｝

そして今、

米国のコースレートNo.1＝Kiawa(Ocean) ｛7,356yd***79.6｝

US Open開催＝Medinah GC No.3 ｛7,132yd→7,508yd｝
｛75.3→78.1｝



代表的日米コースのヤーデージとレート

表ー１ 代表的日米コースのヤーデージとレート

日 本 ヤーデージ レート 米 国 ヤーデージ レート

鹿島の杜 7,629 76.3 Kiawa(ocean) 7,356 79.6

小樽 7,535 76.3 Medinah No3 7,508 78.1

ゴールデンバレイ 7,033 75.5 Torreypines(south) 7,607 78.1

広野 7,169 74.8 TPC Sawgrass 7,215 76.8

大洗 7,190 74.4 Bethpage(black) 7,366 76.6

古賀 6,930 74.3 Augusta National 7,455 76.2

ＡＢＣ 7,235 74.1 Inverness(SCL) 7,255 75.9

相模原（東） 7,204 73.7 Spyglass Hill 6,959 75.5

鷹之台 7,102 73.6 Pine Valley 6,889 75.2

霞が関（東） 6,979 73.2 Firestone(south) 7,139 75.1

龍ヶ崎 7,047 73.2 Merion(east) 6,492 74.8

日光 7,061 73.0 Waialae 7,012 74.8

東京 6,904 72.9 Pinehurst No2 7,020 74.6

程ヶ谷 6,804 72.6 Olympic 6,842 74.4

戸塚（東） 6,730 72.4 Pebble Beach 6,828 74.3

我孫子 6,778 72.3 

（2009.大久保調べ）

表は日米の代表的なコースのヤーデージと一緒にコースレートを高い順に並べ比較したもの



日米コースのレーテング比較図

図はヤーデージを縦軸、コースレートを横軸にして作成
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図ー4　代表的日米コースのレーテング比較
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霞ヶ関（東）/Spyglass Hill =6,974y/6,959y =｛73.2/75.5｝= +2.3

程ヶ谷/The Olympic(ocean)=6,804y/6842y =｛72.6/74.4｝= +1.8

広野/Firestone CC(south) =7,169y/7,139y =｛74.8/75.5｝= +0.7

小樽/Medinah GC No.3 =7,535y/7,508y =｛76.3/78.1｝= +1.8

＊日本 ・・・ 西高東低

＊米国 ・・・ オープン開催コースとリゾートが高い

日本VS米国・近似距離コースレートの比較



１） 米国のコースレートは距離が同じ

日本のコ－スより 1.7～2.0 ほど高い

２） JGA方式では難易度評価に限度

（－1.8～＋1.8）を決めている

３） 日本は距離レート（算出式）の比重が高い

日本＞英国＞米国

４）レーティングの難易度評価、査定基準についても

グローバル化が必要である

５） 飛距離に劣るボギーゴルファのためにも

「スロープレーティング」の導入が望まれる





再査定に提出する図面作成について

コースレートの再査定の手続きには、

指定されたコース全体現況平面図、

ホール毎の平面図および

縦断面図と各ティの距離表（指定された）の
提出が必要



コースの現況地形図については、

身近な「市町村の都市計画課」に

2,500分の1の航空測量（作成年度に注意）による

〈コース全体〉が入った「都市計画基本図」また

は「地形図」がありこの図面はで廉価で入手で
きる



〈都市計画基本図〉から必要図面の作り方

現況地形図からコースの輪郭（グリーン、ティ、バンカー
などは点線で図化されている）をトレースする

ティグラウンドについては不明瞭なので BT、RT、FT、LT
の形状、大きさ、高低差について現地測量をする

フェアウエイの幅、ラインについては現況を計測して修正

ホール毎に平面図（コピー化とレース）と高低がわかる

縦断面図を作成

詳細については KGAの作成指示書を参考



都市計画基本図（地形図）

ゴルフコース範囲

縮尺 1 : 2500

クラブハウス



トレースするライン

いらないものは消す

ティグラウンド

グリーングリーン

バン
カー

林帯



コース平面図「完成」



ホール毎の平面図

BTの高さを基準として記入

BT~250ｙｄ IP~GREENまでの距離

BT~RT BT~FTの距離

（ ）数字はBTとの距離差



Medinah Country Club

Illinois  (Medinah)

Years No.1 1924   No.2 1926   No.3 1928

Architects
No.1  Tom Bendelow    R/ Edward Lawrence Packard

No.2  Tom Bendelow

No.3  Tom Bendelow     R/ Harry Collis

Yards/Par No.3   7,132yards  Par-71 (75.3)         



レイアウト図



No.3 Score Card



クラブハウス



No.３ｺｰｽ ＃2ｼｮｰﾄ192y



No.３ｺｰｽ ＃2



No3ｺｰｽ #9h ｸﾞﾘｰﾝｻｲﾄﾞﾊﾞﾝｶｰ
440y



No3ｺｰｽ #17h ｼｮｰﾄ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝﾃｨから



Spyglass Hill Golf  Course

California  (Pebble Beach)

Years 1966

Architects Robert Trent Jones

Yards/Par 6,810 yards  Par-72(76.1)         



Score Card















Merion Golf Club
East Course （West)

Pennsylvania  (Ardmore)

Years East1912  West1914

Architects

Hugh Wilson

/William.S.Flynn  Howard Toomey 

/Perry Maxwell

/Dick Wilson

Yards/Par 6,482 yards Par-70 (74.8)



レイアウト



＃1 グリーン前(左から)



＃2 555ｙ



＃11



＃11 G付近



＃16 G 445ｙ



だきあわせバンカー
スープリ 父親の作



完


